
※本書はCAMISの組立・施工を行う際の基本的な説明書です。現場の状況によっては組立・施工方法が変わる場合があります。

このたびは、アルミ玄関框CAMISをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
末永くご愛用いただくために、本書をよくお読みいただき、正しい施工とご使用をお願いいたします。
また、お読みになった後も本書は大切に保管してください。

施工説明書
New 202505

※施工者の方へ…取扱説明書・施工説明書（本書）は必ず使用者様へお渡しください。

取扱説明書アルミ玄関框

保管用

エアタッカー アルミ用チップソー
（切断する場合）

接着剤
（コニシ ボンドエフレックス）マスキングテープ

＊部材に損傷がないことを確認してから施工してください。取付後の損傷クレームについては責任を負いかねます。

＊本製品は化粧材ですので、十分に強度のある構造物に取り付けてください。

＊製品の接着には、コニシ株式会社のボンドエフレックスをお使いください。
　それ以外の接着剤による施工の強度保証はいたしかねます。

＊製品外観面に付着した接着剤は速やかに取り除いてください。

＊取付後は速やかに養生をし、製品に傷・汚れが付かないようにしてください。

＊仮固定中は施工場所周囲に安全防護柵を施すなど、使用できないことが分かるようにしてください。

＊施工の際は、ケガの防止のため、手袋を着用してください。

＊切断面が鋭利になっていたり、バリが出ていたりする場合があるため、切断後はヤスリ等で
　端部を処理してください。

＊当説明書に記載の方法以外での製品の分解、改造はしないでください。

＊強い衝撃を与えないでください。

施工時のご注意

取扱時のご注意

C AMIS

必
要
な
工
具

CAM15T-BK／CAM15T-SL／CAM50T-BK／CAM50T-SL／CAM15D-BK／CAM15D-SL／
CAM50D-BK／CAM50D-SL／CAM15R-BK／CAM15R-SL／CAM50R-BK／CAM50R-SL／
CAM15TC-BK／CAM15TC-SL／CAM50TC-BK／CAM50TC-SL／CAM15DC-BK／
CAM15DC-SL／CAM50DC-BK／CAM50DC-SL／CAM15RC-BK／CAM15RC-SL／
CAM50RC-BK／CAM50RC-SL



製品寸法 ※以下、寸法表記はすべてmm（ミリメートル）

パッケージ内容

アルミ玄関框本体 H150

長さ寸法　標準サイズ：1950
　　　　　オーダーサイズ：指定寸法
　　　　　（100 ～ 3940）

長さ寸法　標準サイズ：1950
　　　　　オーダーサイズ：指定寸法
　　　　　（100 ～ 3940）

長さ寸法：1940

スリット

アルミ玄関框本体 H50 樹脂ベース
（H150・H50 共通）

コーナーパーツ
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アルミ玄関框本体×1、　　樹脂ベース×1
施工説明書（本書）×1

直線部材セット（長さ1950以下の場合）

アルミ玄関框本体×1、　　樹脂ベース×2
施工説明書（本書）×1

直線部材セット（長さ1950を超える場合）

アルミ玄関框本体（右側用）×1、　　アルミ玄関框本体（左側用）×1
樹脂ベース×2、　　コーナーパーツ×1、　　施工説明書（本書）×1

出隅部材セット（長さ1950以下の場合）

アルミ玄関框本体（右側用）×1、　　アルミ玄関框本体（左側用）×1
樹脂ベース×4、　　コーナーパーツ×1、　　施工説明書（本書）×1

出隅部材セット（長さ1950を超える場合）

アルミ玄関框本体（右側用）×1、　　アルミ玄関框本体（左側用）×1
樹脂ベース×2、　　施工説明書（本書）×1

入隅部材セット（長さ1950以下の場合）

アルミ玄関框本体（右側用）×1、　　アルミ玄関框本体（左側用）×1
樹脂ベース×4、　　施工説明書（本書）×1

入隅部材セット（長さ1950を超える場合）
左側用

左側用

右側用

右側用

※出隅用・入隅用のアルミカバーは突合せ部が
　斜め 45 度に切断されています。

出隅の場合 入隅の場合

出隅

入隅

1．製品の切断

取付部の長さを測り、下図を参考にアルミ玄関框本体および樹脂ベースを切断してください。
※オーダーカットの際はアルミ玄関框本体の切断は不要です。
※長さ3940を超えて取り付けたい場合は、複数を突き付けてご使用ください。
※壁紙などとの干渉を避けるため、また温度変化によるアルミの伸びを吸収するため、壁と接する位置の製品は
　上記計算上の数値よりも1mmほど短くカットし、隙間はコーキングなどで処理することを推奨いたします。
※切断面が鋭利になっていたり、バリが出ていたりする場合があるため、
　切断後はヤスリ等で端部を処理してください。

1.0（アルミ玄関框本体同士の隙間）

4（土台の端部からアルミカバー先端まで）

アルミ玄関框本体：玄関の幅に合わせて切断

※出隅の場合は土台より4mm長い寸法で切断（下図参照）
※入隅の場合は土台より1mm長い寸法で切断（下図参照）

樹脂ベース：アルミ玄関框本体寸法 -10mm の長さで切断

1（土台の端部からアルミカバー先端まで）



3．接着剤の塗布

4-1．アルミ玄関框本体の取付 -直線の場合

2．樹脂ベースの取付

樹脂ベース

タッカー芯
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直線の場合

出隅の場合

入隅の場合

樹脂ベースを、上端が床仕上げ材と同一面になるよう、段差前面に樹脂ベース中央のスリット部分より上側の範囲を
エアタッカーで固定してください。エアタッカーの芯はおよそ150mm以内のピッチで打ってください。

5

5

床材の天面と、樹脂ベースの上端が同一面になるように取りつける。
※平らな板を床材に置いて、　樹脂ベースを当てるようにすると
　施工しやすくなります。　

スリット(線)より上側の範囲にタッカーを打ってください。

樹脂ベース

タッカー芯
この範囲内に
タッカーを打つ

スリット

床仕上げ材

樹脂ベース
5 10
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＠150 5
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樹脂ベース

タッカー芯

5 10
10
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※エアタッカーを強く打ち込みすぎると、樹脂ベースが変形し、取り付けられなくなる恐れがあります。
　取付前に出力を調整してください。

接着剤塗布位置接着剤塗布位置

接着剤塗布位置

凹凸面への接着剤の塗布は、製品と
平行に 2 本の線を引くようにしてください。

H150 H50

アルミ玄関框本体の凹凸面および上部突起部に、接着剤を塗布してください。

アルミ玄関框
本体

樹脂ベース

マスキングテープ
1

①床仕上げ材に、あふれた接着剤がつかないように、先端から1mmの位置にマスキングテープを貼ってください。

②アルミ玄関框本体上部の突起を樹脂ベースに引っ掛け、接着材塗布面を壁面に密着させてください。

③完全に硬化するまで、十分に養生してください。
　（気温20℃程度の場合、実用強度まで24時間程度、完全硬化まで1週間程度）

④硬化後、マスキングテープを取り外してください。
　また、お引き渡しまで表面に傷がつかないよう、養生ボード等で保護してください。

※はみ出した接着剤は速やかに取り除いてください。

タッカー芯

※樹脂ベースは製品の位置決めおよび仮止めの為の部材です。樹脂ベースのみでは取付強度が確保できませんので、
　必ずこの後の工程にて接着剤をご使用ください。



4-2．アルミ玄関框本体の取付 -出隅の場合 4-3．アルミ玄関框本体の取付 -入隅の場合

製品が汚れた場合は、中性洗剤を薄めた液に浸した布で拭き、その後硬く絞った布で水拭きしてください。
変色・傷・塗装はがれの原因になりますので、酸性・アルカリ性洗剤や、たわし等のご使用はおやめください。

お手入れについて

□お問い合わせ先 森田アルミ工業株式会社

ご使用方法・表示ラベル・注意書きに基づく適正な
使用状態で、保証期間に発生した不具合については、
下記に例示する免責事項を除き、無償交換いたします。

当該商品の施工完了日（お引渡し日）から起算して2年間。

保証内容

免責事項

保証期間

＊アフターサービスにつきましては、お買い上げの施工店、工務店、または弊社までお問い合わせください。
＊お問い合わせの際は、本説明書に記載されている製品番号をお知らせください。

アフターサービス

①ご使用方法や表示ラベルなどに記載された使用方法からの逸脱および適正な維持管理を行わなかったことなどに起因する不具合。
②商品又または部品の経年変化（使用に伴う消耗、磨耗など）や経年劣化（紫外線による退色、樹脂部分の変質変色など）
　またはこれらに伴う不具合。
③住環境が原因の結露などに起因する不具合。（カビ、サビ、変色、その他類似の事項）
④取付説明書に記載された取付方法以外での取付による損傷や故障。また、付属部品以外を使用しての取付による損傷や故障。
⑤火災、地震、水害、落雷その他天災地変および公害、塩害、ガス害（亜硫酸ガスなど）などによる損傷や故障。
⑥使用者や第三者による不当な修理や改造に起因する不具合。
⑦実用化されている技術では予測不可能な現象またはこれが原因で生じた不具合。
⑧本来の目的以外の用途に使用された場合の不具合、または使用目的と異なる使用方法による場合の不具合。

https://www.moritaalumi.co.jp/contact/

お問合せフォームTEL  072-480-1400
受付時間　平日8:30～17:30

〒599-0201　大阪府阪南市尾崎町 530-1

⑦硬化後、マスキングテープを取り外してください。
　また、お引き渡しまで表面に傷がつかないよう、
　養生ボード等で保護してください。

⑤硬化後、マスキングテープを取り外してください。
　また、お引き渡しまで表面に傷がつかないよう、
　養生ボード等で保護してください。

※はみ出した接着剤は速やかに取り除いてください。

突起部に
接着剤を塗布

樹脂ベース

①床仕上げ材に、あふれた接着剤がつかないように、
　先端から1mmの位置にマスキングテープを貼ってください。

③コーナーパーツの突起部に接着剤を塗り、
　①で取り付けたアルミ玄関框本体に差し込んでください。

④向かって左側のアルミ玄関框本体の小口面に
　接着剤を塗布し、②と同様に樹脂ベースに引っ掛けて
　取り付けてください。

⑤硬化する前に、アルミ玄関框本体とコーナーパーツの
　位置を調整してください。

マスキングテープ

樹脂ベースマスキングテープ
アルミ玄関框本体（右側用）

アルミ玄関框本体（右側用）

アルミ玄関框本体（左側用）

※片側が壁と接する場合、壁と干渉
　しないよう、斜めに差し込んでください。

コーナーパーツ

1 1

②向かって右側のアルミ玄関框本体を先に取りつけます。
　右側用のアルミ玄関框本体上部の突起を樹脂ベースに
　引っ掛け、接着材塗布面を壁面に密着させてください。

①床仕上げ材にあふれた接着剤がつかないように、
　先端から1mmの位置にマスキングテープを貼ってください。

②向かって右側のアルミ玄関框本体を先に取りつけます。
　右側用のアルミ玄関框本体上部の突起を樹脂ベースに
　引っ掛け、接着材塗布面を壁面に密着させてください。

③向かって左側のアルミ玄関框本体を、
　右側と同様に取り付けてください。

⑥完全に硬化するまで、十分に養生してください。
　（気温 20℃程度の場合、実用強度まで 24 時間程度、
　完全硬化まで1週間程度）

④完全に硬化するまで、十分に養生してください。
　（気温 20℃程度の場合、実用強度まで 24 時間程度、
　完全硬化まで1週間程度）

樹脂ベース

アルミ玄関框本体（左側用）

小口面に
接着剤を塗布
小口面に
接着剤を塗布


